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基本情報技術者

試験日・申込期間

試験日：CBT方式で、
随時受付・実施

 CBT(Computer Based Tesing) 
方式で実施（随時受付）

A
 

＊＊ 試験内容と密接に関連した講義および演習を
多数開講している。
「情報処理概論」、

「ハ ー ドウエア概論」、
「 情

報数学」、
「プログラミング実習I、 II」、「デー

タベー ス論I、 II」、
「ネットワ ー クシステム論」

など

応用情報技術者

（独）情報処理推進機構
https:www.jpa.go.jp/shiken/index.html

受験資格制限なし
受験料 5,700円
※詳細は 、左記のURLを参

照のこと

ITパスポー ト試験

日本商工会議所
簿記検定
(1級・2級・3級）

税理士試験

MOS試験

簿記及び会計に関する検定試験の代表的な存在である。

、

企業会計に関する法規を理解し、 経営分析が できる。
2級： 中小企業経営者、 会計主任クラス。

商業簿記及び工業簿記が理解できる。
3級：小企業経営者、

一般記帳係クラス。
基本的な商業簿記が理解できる。

合格基準点は各級とも満点の70％以上 である。
合格率は 1級10％程度、 2級30％程度、 3級40％程度。

この試験は 、 税理士となるのに必要な学識及びその応用能力を有するかどうかを判定
することを目的として行われる。
試験は 、 会計学に属する科目（簿記論及び財務諸表論）の2科目と税法に属する科目

（所得税法、 法人税法、 相続税法、 消費税法又は酒税法、 国税徴収法、 住民税 又は
事業税 、 固定資産税 ）のうち受験者の選択する3科目（所得税法又は法人税法のい
ずれか1科目は 必ず選択しなければならない）について行われる。
なお、 税理士試験は科目合格制をとっておリ、 受験者は 一 度に5科目を受験する必
要は なく、 1科目ずつ受験してもよいことになっている。合格基準点は各科目とも満
点の60％である。

Lの試験は マイクロソフトOfficeの利用能力を証明する世界的な資格認定試験。
Wor dと Excelおよび PowerPoint等を対象とする実技試験。通常レベルとExpert（上

級）レベルが ある。
合格率の詳細は公表されていない。

ビジネス能力検定
ジョブパス
(2級・3級）

学生が 就職（就活）前におさえておきたいビジネス知識や社会人のマナー から、 人
材育成の課題である問題発見カ・提案カ・発信力まで、 就職間近 の学生から新入社
員、 入社数年の中堅社員まで幅広い層を対象とした文部科学省後援の検定試験であ
る。3級は 、 これから社会人になる人や新入社員を対象に、 仕事に対する基本姿勢
や社会常識、 マナー や円滑な人間関係を保つためのビジネスの基礎的能力を評価す
るため、 就職対策にも効果的である。2級は 、 会社の中堅幹部 を目指す人を対象に、

情報収集・文書能カ・コミュニケー ション能力を評価する。合格基準点は3級・2級
とも70％以上 で、全国合格率は3級が80％程度、 2級が70％程度である。

【春】4月第3日曜日
【秋】10月第3日曜日

申込期間：
【春】 1月中旬～2月中旬

〈学内〉木森

試 験日：

【春】6月上旬

【冬】2月下旬

試験日の約 2ヶ月前から

B
 

申込期間： 5月中旬～下旬
試 験日： 8月中旬
合格発表日：12月中旬

試 験日：毎月2回程度
全国一斉試験

申込期間： 試験日前
約45日～30日

上記の他随時試験も行われてい
る。詳細は 教員まで。

試 験日：
前 期：7月第 1日曜日
後 期：12月第 1日曜日

出願期間：
4月上旬～5月中旬

9月上旬～10月中旬

A
 

1級B I 1級＊＊＊

2級A I 2級＊＊

3級A I 3級＊

試験内容と密接に関連した講義および演習を
多数開講している。
「 デ ー タ構造とアルゴリズム」、

「 ソフトウエア
開発I、 II」、

「情報セキュリテイ」、
「プログラ

ム言語と処理」、
「システム工学」など

B
 

A
 

＊＊＊ 

＊＊ 

関連科目授業において解説等実施。
「コンピュータリテラシ」、

「情報処理概論」、
「経

、 、

「環境・情報倫理」、
「基礎統計学」、

「マーケ
ティング論I、 II」、

「
、 経営清報処

理I、 II」など

試験内容と密接に関連した授業を多数開講。
「簿記原理I• II」、

「上級簿記I• II」
「原価計算」、

「管理会計論」
「財務会計論」など。

試験内容と密接に関連した授業を開講。
「上級簿記I• II」、

「財務会計論」

試験内容と密接に関連した授業として
「コンピュータリテラシ」を開講。

各地の商工会議所または日本商工会議所
商工会議所の検定試験（簿記）

〈学内〉田中

国税庁
〒100-8978東京都千代田区霞が 関3-1-1
TEL: 0 3- 3581-41 61 

〈学内〉田中

受験資格制限なし
受験料 5,700円

CBT(Computer Based 
Test ing)方式で受験する

受験場所は左記URL参照

受験資格制限なし
受験料 1級 7,850円

2級 4,720円
3級 2,850円

受験料 1科目： 4,000円
2科目： 5,500円

3科目： 7,000円
4科目： 8,500円

5科目：10,000円

A
 

2級＊＊

3級＊
試験内容と密接に関連した授業を開講
「 キャリアゼミI、 II、 m、 N」、

「コンピュー

タリテラシ」、
「テクニカルライティング」、

「キャ
リアデザインI、II」

受験案内
マイクロソフトオフィススペシャリスト事務局
https://mos.ody s sey- com.co.jp/ 

〈学内〉近藤・菊池

（一財）職業教育・キャリア教育財団

https://bken.sgec.or.jp 

〈学内〉近藤

受験資格制限なし
受験料

詳細は左記のURLを参照の
こと

受験資格制限なし
受験料 2級 4,200円

3級 3,000円

CBT (Comp uter  Based 
Test i ng) 方式で受験可

奨励度…Aが一番高い。 難易度・・＊ 1、2年に受験を奨める比較的取得し易い資格 ** 3、4年次に受験を奨める就職に有利な資格 ＊＊＊難易度が高く優秀な学生に奨める資格

K- 01

企業論」 「

基本情報技術者試験の合格者が  次にめざす試験区分。基本情報技術者試験と同

様、幅広い出題範囲となるより深い知識と応用力を試される。情報系の会社では入

社後にこの資格取得を強く推奨される場合も多い。

国家試験であり、全国合格率は20％程度。

職業人が共通に備えておくべき情報技術に関する基礎的な知識を問う国家試験で 
ある。ストラテジ系、マネジメント系、テクノロジ系のいずれの知識においても基礎
的な用語・概念などの理解を問うことを主眼としている。ビジネス社会で情報処理
技術を活用したい人には  推奨する資格である。試験は120  分間の多肢選択式(100問)
である。合格率：45％程度

情報を扱うシステムエンジニアになるために必要な知識に関する内容の試験であ
る。出題範囲としては、情報処理分野における基本的な内容だけでなく、ネット
ワーク、セキュリティ、システム開発、経営戦略等実務的な内容も含む。
この資格取得が  情報システム関連企業への就職をめざす際には  登竜門となる。
国家試験であり    、全国合格率は 約 50％。

試験日：年間を通じて

【秋】11月中旬

1級： 税理士公認会計士などの国家資格への登竜門






